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も醸成資源管理の意識
「
村
張
り
定
置
網
」
に
よ
る
漁
村
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
振
興
を
目
的
と
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
車
の
根
技
術
協
力

事
業
（
草
の
根
パ
ー
ト
ナ
ー
型
）
が
、
東
京
海
洋
大
学
、

ア
イ
シ
ー
ネ
ッ
ト
の
共
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
と
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ボ
ネ
県

・
パ
レ
テ
村
で
ス
タ
ー
ト
し

て
１
年
が
経
過
し
た
。
今
年
３
月
の
操
業
開
始
後
、
最

近
は

一
日
平
均
約
１
０
０

ロ
キ
の
漁
獲
と
安
定
し
て
き

た
。
２
０
０
９
年
度
ま
で
の
３
か
年
事
業
の
こ
の
事
業
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
２
回
に
わ
た
り
中
間
報
告
す
る
。

定
置
網
漁
業
は
岸
の
す
ぐ

近
く
で
操
業
す
る
た
め
に
漁

船
燃
料
費
が
か
か
ら
な
い
こ

と
、
毎
朝
１

時
間
程
度
の

網
起
こ
し
て

労
働
が
過
酷

で

な

い

こ

と
、
魚
を
追

い
か
け
る
の

で
は
な
く
、

待

っ
て
獲
る
資
源
に
や
さ
し

い
漁
業
で
あ
る
こ
と
、
鮮
度

の
よ
い
漁
獲
物
が
水
揚
げ
で

イ

ン
ド
ネ
シ
ア

ヘ
の
定
置
網

技
術
移
転
に
取
り
組
ん
で
①

き
る
こ
と
、
村
の
協
業
の
モ

査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
宮

デ
ル
に
な
る
こ
と
な
ど
か

崎
県
南
郷
町
で
定
置
網
の
技

ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
の
技

能
研
修
を
終
え
、
帰
国
し
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
ボ
ネ
水
産
高

校
卒
業
生
を
現

地
ス
タ
ソ
フ
と

し
て
確
保
す
る

な
ど
の
準
備
を

進
め
た
。

一
方
で
同
グ

部
教
授
グ
ル
ー
プ
は
１
年
間

い

た

い

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に

申

を
か
け
、
現
地
で
電
磁
式
流

請
。
そ
の
結
果
、
０７
年
８
月

向
流
速
計
と
水
深
水
温
計
を

か
ら
１０
年
８
月
ま
で
の
期
間

漁
場
候
補
地
に
設
置
し
、
本

で
実
施
す
る
こ
と
が
採
択
さ

格
的
な
漁
場
環
境
の
事
前
調

れ
た
。

（
つ
づ
く
＝
菅
野
）

漁 場 の全景 一漁具 の積 み込 み作業
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薙‐課題解決し成功例つくる

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
の
根
事
業
に

結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
、
氷

造
漁
船
が
完
成
。
２
月
か
ら

卜
を
切
っ
た
。　
　
　
　
　
　
０
０
辞
あ
る
も
の
の
、
潮
流

整
を
行
う
な
ど
で
漁
獲
の
向

向
け
て
、
東
京
海
洋
大
学
か

見
市
の
水
産
漁
港
課
と
漁
業

定
置
網
の
敷
！設
作
業
に
入

　

た
だ
、
そ
の
後
の
漁
獲
量

が
早
く
て
網
が
吹
か
れ
、
漁

上
を
目
指
す
。
ま
た
、
熱
帯

ら
は
漁
具
漁
法
、
漁
船

・
漁

協
同
組
合
が
協
力
体
制
を
組

り
、
３
月
３
日
、
初
の
網
起

は
多
い
時
に
は
２
０
０
１
３

獲
ゼ
ロ
の
日
が
続
く
な
ど
不

水
域
の
定
置
網
と
し
て
付
着

悌
靡

球
鼈

特 ．
麟

鵡

酵

影

伽
窮

欝

懸

註
肌
雑

ギ
　

鋤
雛

錮

ン
つ力．翻
印薔
ン
脇
麗
ン
騒
鯨
イ
ラ

衆

産
チ
ー
ム
が
参
賀

像

立
て
作
業
を
電

３

の
漁
獲
掟

技

術

移

転

に

取

り

組

悔

階

愉

」

↑
晦
牟
ウ
躍

有
元
貴
文
教
授
を
リ
ー
ダ
ー

年
１
月
に
、
定
置
網
の
網
起

な
り
、
幸

と
す
る
事
業
推
進
チ
ー
ム
が

こ
し
な
ど
の
作
業
を
行
う
木

よ
い
ス
タ
■

安
定
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、　
　
さ
ら
に
、
定
置
網
漁
業
者

６
月
に
氷
見
市
の
定
置
網
漁

グ
ル
ー
プ
が
経
営
を
安
定
さ

業
者
２
人
と
現
地
指
導
に
出

せ
る
た
め
、
鮮
魚

・
活
魚
の

掛
け
、
垣
網
に
重
り
を
付
け

販
売
ル
ー
ト
の
確
保
や
水
産

！　
て
吹
か
れ
を
防
止
し
、ま
た
、
加
工
品
づ
く
り
に
取
り
組
む

■

潮
流
の
変
動
を
グ
ラ
フ
に

よ
う
に
す
る
な
ど
、
漁
業
経

如

”
オ
帥
諭
抑
中
中
の
串
抑
狩

幹
印
抑
葬
帥
時
中
の
嘩
コ こ た
わ

”

や
，
射
ウ
゛
車
ケ
穀
「
け
お

の ぁ ュ
寺
寺
ヵ
均
和
紳
車
中
の
華

下

藁

ヤ
ン

嬬

ン

●

繰

簿

弗
中
卒
怖
市
中
沖
般
穀
”
較

豹
抑
翻
神
申
身
中
い
穀
車
持

力 を合 わ せ網 起 こ し
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